
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回覧 
第２７１号 ２０２１年１０月号  

西部地区社会福祉協議会 （西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６  FAX７２－６６１０ 
西部地区社協だより 

１ 

題字：西中学校 美術部 玉川 実夢
み ゆ

さん 

         『みんなで楽しく卓球バレー』 
 西部福祉センターでは、4月から 9月にかけて卓球バレー講座を行いました。卓

球バレーは、イスに座って行う誰もが参加できるスポーツで、当日は地区内の高齢

者のほか地区内の障がい者施設からも 5名の方が参加されました。 

 障がいがあっても一緒にプレーできるので、とても賑やかな雰囲気の中、参加者

全員で卓球バレーを楽しむことができました。また、講座を通して地区内の施設の

方々と交流を深める良い機会となりました。      

◆講座追加のお知らせが4ページにあります◆ 

  一押しの一枚 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                ２ 

西部地区 
防災訓練が行われました。 
 

～絆を強めて万が一に備える～ 

 
 

 6月から 8月にかけて 3地区で防災訓練が行われました。自然災害は、

突然やってきます。コロナ禍においても工夫した訓練を行い、地域住民の

連帯を確認しました。 

【二本木連合】 

7 月１８日（日）に前期防災訓練として、

防災学習会と防災器材である携帯発電機の操

作訓練、消火器使用訓練、各町内消火器MAP

の確認、防災クイズなど様々な内容を取り入

れた訓練が行われました。 

 普段は触ることが少ない消火器の体験で

は、なかなか的に当たらない方もおられ、参

加した方からは「日頃の訓練が大切だ」との

声が聞かれていました。 

【高棚町】 

8 月２９日（日）の防災訓練は、緊急事態

宣言下であったため、参加者を自主防災会の

役員に絞っての実施となりました。訓練では、

災害等で建物内に閉じ込められた方の救援活

動に必要なチェーンソーの操作方法の説明を

受け、その後実践しました。 

チェーンソーは、とても便利な道具ですが、

操作方法を間違えると大けがにつながるの

で、参加者はとても真剣な表情で訓練に取り

組んでいました。 

 

【榎前町】 

6月 20日（日）に開催。前年に引き続き

コロナウイルスの影響により、新しく自主防

災会・福祉委員会の委員になられた方（班長

を含む）を中心にした訓練となり、約８０名

の方が参加されました。 

 訓練内容は、連絡網による緊急集合訓練と

防災資器材の確認が行われました。「防災へ

の関心を高めるよい機会になった」、「日頃の

心がけが大事」など、防災について考えるき

っかけとなりました。 

 １２月には安否確認訓練を行う予定です。 
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7 月 29 日（木）に日本福祉大学社会福祉学部教授の原田正樹先生をお招きして、『これか

らの西部地区の地域福祉を考える』をテーマに福祉講演会を開催しました。 

今回の講演会は、第 1 部は榎前町福祉委員会の加藤会長による活動報告と事例紹介、第 2

部は加藤会長と原田先生との対談、第 3部は原田先生の講演という 3部構成で行いました。 

 第 3 部では、原田先生から『これからの地

域福祉活動について～榎前町福祉委員会から

学ぶ～』と題してお話をしていただきました。 

★榎前町の地域福祉活動から学べること★ 

① 仕組みが良くできていること。 

② 世話焼きさんの存在と活動がすごいこと。 
※世話焼きさんとは、見守り活動にふさわしく、

協力してもらえる人。町内から分散して選任。 

③ 認知症の方への支援ネットワークができて

いること。 

④ ニーズにもとづいた活動になっているこ

と。 

⑤ これからの地域福祉活動への期待するこ

と。 

※支援を必要とする人たちが活躍でき、全ての地

域住民を支援の対象にした活動の展開。 

第２部 加藤会長と原田先生の対談 

第 3部 原田先生の講演 

 第 2 部では、榎前町福祉委員会の加藤会長

と日本福祉大学の原田先生との対談を行いま

した。お二人の対談の中で、興味深かった質

問をご紹介します。 
原田氏 

榎前町の見守り活動運営体制の中に、一般 

住民とありますが、一般住民はどのような役 

割をしていますか。 
加藤氏 

見守り活動関係者だけでなく、一般住民にも 

見守り活動を行っていることを知ってもら

い、自分の周りの人のことを気に掛けてもら

えるようにしている。そのためには情報紙や

集会の場を通じて、活動状況を定期的に報

告・周知し、住民一人ひとりに他人事ではな

く、自分事としてとらえてもらうことが大切

です。 

 第 1 部では、榎前町福祉委員会の活動報

告と事例紹介をしていただきました。 

昨年度は、見守り活動推進事業の推進指定

を受け、生活支援活動の第一歩として、民生

委員と世話焼きさん他で「困りごとアンケー

ト」を実施し、内容を分析しました。 

【困りごとアンケート結果】 

◆今後困りそうなこと◆ 

多かった回答⇒買い物・外出の移動手段。 

◆解決策◆ 

令和３年６月にあいち中央農協と交渉し、７

月から毎週１回、町内公民館入口にて移動販

売を開始となりました。 

 

第1部 加藤会長による活動と事例紹介 

 

榎前町の活動を通じて、今後の地域福祉につ

いて学ぶ良い機会となりました。 

 

福祉講演会を開催しました。 
～これからの西部地区の地域福祉を考える～ 
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●日 時  令和３年１２月７日・１４日 

令和４年１月１１日・２５日、２月８日・２２日 

いずれも火曜日 全６回  

午後１時３０分から午後３時まで 

●会 場   西部福祉センター ２階 集会室 

●対象者  市内在住６０歳以上の方 

●講 師  花井 玲子 氏 

●申込方法 １１月９日（火）午前９時から 

西部福祉センター窓口にて先着順で受付 

午後 1時から電話申込可 

申込・問合せ先 西部福祉センター 72-6616 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止する場合があります。 

 

卓球台とピンポン玉を使って、バレーのように６人対６人で競うスポーツです。卓球台

の周りにイスを置いて腰かけて行うので、どなたでも無理なく参加できます。 
 

卓球バレー講座 追加開催 決定 

◆開催日時：令和 3年 10月 12日（火） 午後 1時 30分から午後 2時 30分まで 

◆場  所：西部福祉センター 1階 交流ルーム 

◆対象 者：市内在住の 60歳以上の方、１８歳以上障がいのある方 

◆講  師：岡本 良子 氏 

◆参 加 費：無 料 

◆定  員：12名（先着順） 

◆申込方法：申し込み不要（当日会場にて受付） 

【問合せ先】 西部福祉センター 電話 72-6616 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止する場合があります。 

西部福祉センターからのお知らせ 
☆ご来館時には、ご自宅での検温と 

マスクの着用をお願いします。☆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


